
■
２
０
１
３
年
以
降
の
枠
組
み
地
球
環
境

　温室効果ガスの排出削減に向け
一歩前進―。 年から始まる温
室効果ガスの新たな枠組みづくり
に向けて、 年の 、 月にカタ
ール・ドーハで開かれた国連気候
変動枠組み条約第 回締約国会議
（ＣＯＰ ）は 年までの作業計
画で合意した。京都議定書は 年
から８年間の延長（第二約束期

間）を決定し、欧州連合（ＥＵ）
や豪州などが参加することになっ
た。一方、京都議定書の第二約束
期間に参加しない日本は自主的に
削減目標を早期に決める必要があ
る。環境先進国として国際社会に
メッセージを発信し、主導的な役
割を担っていくことが求められて
いる。

ＣＯＰ、作業計画で合意

第
一
約
束
期
間
の
削
減
動
向
●

日
本
の
排
出
量
削
減
戦
略
●基準年比６％減達成の見通し

Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
決
定
内
容
●

二
国
間
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
提
案
な
ど
、日
本
の
ス
テ
ー
ト

メ
ン
ト
を
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
発
表
し
た
長
浜
博
行
前
環
境
相

環
境
省
提
供

「二国間ＣＯ２相殺」制に活路

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
前
進

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ２月２８日 木曜日 　　

　
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束

期
間

―

年

は
、
最

大
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
国

だ
っ
た
米
国
の
不
参
加
と
、

排
出
削
減
を
義
務
化
さ
れ
て

い
な
い
新
興
国
の
排
出
量
の

増
加
が
課
題
と
な
っ
た
。

　
新
興
国
の
中
で
も
経
済
成

長
が
著
し
い
中
国
は
米
国
を

抜
い
て
世
界
１
位
の
排
出
大

国
に
成
長
。
世
界
全
体
の
排

出
量
の
う
ち
米
中
の
両
国
だ

け
で
約

％
を
占
め
て
い

る
。
一
方
、
排
出
削
減
義
務

を
負
う
京
都
議
定
書
へ
の
参

加
国
は
全
体
の
約

％
に
す

ぎ
ず
、
世
界
全
体
で
考
え
た

場
合
、
排
出
削
減
の
実
効
性

に
は
疑
問
符
が
付
い
て
い

た
。

　

年
の

、

月
に
南
ア

フ
リ
カ
・
ダ
ー
バ
ン
で
開
か

れ
た
同
条
約
第

回
締
約
国

会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
、

京
都
議
定
書
に
代
わ
り

年

か
ら
始
ま
る
新
し
い
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
の
枠
組
み
は
、

途
上
国
を
含
め
た
全
て
の
国

に
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
合

意
。
世
界
全
体
で
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
に
取
り
組

む
こ
と
を
目
指
し
た
。

年
に
枠
組
み

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

て
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
、

年
か

ら
始
ま
る
新
し
い
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
の
枠
組
み

に
向
け
、
作
業
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
が
主
要
テ
ー
マ
の

一
つ
だ
っ
た
。
具
体
的
に
は

年
の
枠
組
み
採
択
を
目
標

と
し
て
、

年
末
の
同
条
約

第

回
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ

Ｐ

に
交
渉
文
書
の
骨
子

を
ま
と
め
、

年
５
月
ま
で

に
交
渉
文
書
案
を
作
成
す
る

こ
と
で
合
意
し
た
。

　
そ
の
た
め
、

―

年
は

毎
年
最
低
２
回
以
上
の
会
合

を
開
き
、
各
国
が
議
論
し
た

り
、
専
門
家
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
り
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
各

国
の
利
害
が
衝
突
す
る
国
際

的
な
枠
組
み
の
取
り
決
め
に

は
「
合
意
形
成
に
時
間
が
か

か
る
」

交
渉
関
係
者

た

め
、
意
見
を
表
明
し
た
り
議

論
を
積
み
上
げ
た
り
す
る
場

を
数
多
く
設
け
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、

年
末
で
期
限
が

切
れ
る
京
都
議
定
書
の
延
長

期
間

第
二
約
束
期
間

を

ど
れ
だ
け
に
す
る
か
も
主
要

な
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
途
上
国

は
先
進
国
に
よ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
義
務
の
早
期
達

成
を
促
す
た
め
に
５
年
間
の

延
長
を
主
張
し
た
が
、

―

年
の
８
年
間
で
決
着
し

た
。
そ
の
代
わ
り
、
途
上
国

の
意
見
を
反
映
し
て

年
ま

で
に
先
進
国
の
削
減
目
標
の

引
き
上
げ
を
検
討
す
る
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
第
二
約
束
期
間
に
参
加
す

る
の
は
Ｅ
Ｕ
、
豪
州
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
ス
イ
ス
な
ど
一
部

に
と
ど
ま
る
。
結
果
と
し
て

削
減
義
務
を
負
わ
な
い
国
が

多
数
の
た
め
、
地
球
全
体
で

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
が
後
退

し
な
い
か
ど
う
か
が
懸
念
さ

れ
る
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
、

途
上
国
の
地
球
温
暖
化
対
策

支
援
に
よ
っ
て
排
出
枠

ク

レ
ジ
ッ
ト

を
取
得
で
き
る

「
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ

ム

Ｃ
Ｄ
Ｍ

」
に
つ
い

て
、
第
二
約
束
期
間
に
参
加

し
な
い
国
に
は
国
際
的
な
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
移
転
や
取
得
を

認
め
な
い
こ
と
を
決
め
た
。

た
だ
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
取
得
す
る
こ
と
は
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

億

を
支
援

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
先
進
国
か

ら
途
上
国
へ
の
支
援
も
大
き

な
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

年
ま

で
に
先
進
国
が
年
間
１
０
０

０
億

を
途
上
国
に
支
援
す

る
目
標
に
対
し
、
先
進
国
は

現
在
の
経
済
状
況
が
芳
し
く

な
い
た
め
難
色
を
示
し
た
。

当
面
は

―

年
に
少
な
く

と
も
過
去
３
年
間

―

年

の
金
額
相
当

３
３
６

億

の
支
援
を
努
力
す
る

こ
と
で
折
り
合
っ
た
。

　
日
本
は

年
か
ら
始
ま
る

京
都
議
定
書
の
第
二
約
束
期

間

―

年
に
は
参
加
し

な
い
方
針
を
と
っ
た
。
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
多
い

米
国
や
中
国
な
ど
が
参
加
し

な
い
枠
組
み
で
は
実
効
性
が

伴
わ
な
い
と
し
、
削
減
義
務

が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
を
回
避

し
た
。
し
か
し
、
地
球
温
暖

化
対
策
へ
の
一
層
の
取
り
組

み
が
重
要
な
こ
と
に
変
わ
り

が
な
く
、
自
主
的
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
定
め

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

削
減
目
標
見
直
し

　
国
際
的
に
は
東
日
本
大
震

災
前
に
掲
げ
た

年
に
１
９

９
０
年
比

％
削
減
が
公
約

だ
が
、

年
末
に
発
足
し
た

自
民
党
の
安
倍
晋
三
政
権
で

見
直
し
を
決
め
た
。

％
削

減
の
目
標
を
掲
げ
た
当
時
と

は
異
な
り
、
将
来
の
原
子
力

発
電
所
の
本
格
稼
働
が
見
込

め
な
い
状
況
で
は
目
標
達
成

が
事
実
上
困
難
に
な
っ
て
い

た
。

　
新
し
い
削
減
目
標
は
、

年

月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ

ル
シ
ャ
ワ
で
開
催
さ
れ
る
同

条
約
第

回
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

ま
で
に
決
定

す
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
推

進
本
部
を
開
き
、
環
境
省
を

中
心
に
関
係
各
省
と
連
携
し

て
目
標
を
と
り
ま
と
め
る
予

定
だ
。
あ
ら
ゆ
る
排
出
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
安
定
供
給
や
経
済
効
率

性
を
考
慮
す
る
な
ど
難
し
い

調
整
を
迫
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
排
出
削
減

策
と
し
て
力
を
入
れ
る
の

が
、
日
本
が
こ
れ
ま
で
提
唱

し
て
き
た
「
二
国
間
オ
フ
セ

ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」

だ
。
日
本
の
得
意
と
す
る
低

炭
素
化
技
術
や
製
品
、
シ
ス

テ
ム
を
途
上
国
に
提
供
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
し
た
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
量
を
日

本
の
削
減
量
と
し
て
活
用
す

る
。多

く
の
国
が
食
指

　
１
月
８
日
に
モ
ン
ゴ
ル
と

二
国
間
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度
の
実
施
に
つ
い

て
署
名
し
た
。
同
制
度
の
署

名
は
今
回
が
初
め
て
で
、
合

同
委
員
会
を
新
た
に
設
置
し

て
運
営
し
、
実
施
状
況
を
評

価
し
て
い
く
。
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
や
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
も
実
施
に
向
け
て

交
渉
を
進
め
て
お
り
「
多
く

の
国
が
高
い
関
心
を
示
し
て

い
る
」

環
境
省

状
況
に

あ
る
。

　
二
国
間
オ
フ

セ
ッ
ト
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度

は
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
と

比
べ
て
国
連
を

通
さ
ず
に
二
国

間
で
進
め
る
た

め
、
意
思
決
定

が
速
い
他
、
対

象
と
な
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
範

囲
が
広
い
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
京
都
議

定
書
の
第
二
約

束
期
間
に
参
加

し
な
い
日
本
に

と
っ
て
、
二
国

間
オ
フ
セ
ッ
ト

・
ク
レ
ジ
ッ
ト

は
有
力
な
排
出

量
削
減
策
に
な

り
そ
う
だ
。

　
こ
の
他
、
地

球
温
暖
化
対
策

の
旗
振
り
役
と

な
る
環
境
省

は
、

年

月

か
ら
施
行
し
た

「
地
球
温
暖
化

対
策
の
た
め
の

税
」
の
導
入
に

よ
っ
て
、

年

度
は
積
極
的
な

低
炭
素
化
社
会
の
実
現
に
向

け
た
事
業
を
進
め
る
方
針

だ
。
地
域
で
投
資
回
収
が
見

込
め
る
低
炭
素
化
事
業
を
対

象
に
し
た
フ
ァ
ン
ド
を
設
立

す
る
他
、
自
治
体
の
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
な
ど
を
支

援
す
る
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
基
金
の
予
算
の
倍
増

な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
日
本
は
京
都
議
定
書
の
第

一
約
束
期
間

―

年

に
お
い
て
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
は

年
度
比
６
％
削

減
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
。

　

年

月
に
環
境
省
が
発

表
し
た

年
度
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量

速
報
値

は

前
年
度
比
３
・
９
％
増
の

億
７
０
０
万

。
基
準
年
度

と
な
る

年
度
比
で
は
３
・

６
％
増
だ
っ
た
。
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
製
造
業
の
生

産
量
が
減
少
す
る
一
方
、
火

力
発
電
の
増
加
に
よ
っ
て
化

石
燃
料
の
消
費
量
が
増
加
し

た
の
が
主
な
要
因
だ
。

　
総
排
出
量
の
９
割
以
上
を

占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
は
前
年
度
比
４
・
４
％

増
、

年
度
比

・
７
％
増

の

億
７
３
０
０
万

だ
っ

た
。

　
こ
の
結
果
、
森
林
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
と
京
都
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
ク
レ
ジ
ッ

ト

排
出
枠

の
購
入
を
加

味
す
る
と
、

―

年
度
の

４
カ
年
平
均
で
は
基
準
年
度

比
９
・
２
減
％
と
な
る
。

　

年
度
の
排
出
量
は
ま
だ

固
ま
っ
て
い
な
い
が
、
森
林

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
と
京
都

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

な
ど
を
加
え
た
場
合
、

―

年
度
の
排
出
量
は
「

年

度
比
６
％
削
減
を
達
成
で
き

る
見
通
し
」

環
境
省

を

立
て
て
い
る
。


